






要約　平成 4 年 1 月 1 日より同 12 月 31 日までの 1 年間に 15 歳未満の神経芽細胞腫によ

る死亡例を調査した。その結果死亡数は男 40 例、女 25 例で合計 65 例となった。男女を

あわせて年齢別では 0 歳 4 例、1-4 歳 26 例、5-9 歳 28 例そして 10-14 歳では 7 例であっ

た。これを 0、1-4、5-9、10-14 歳の各年齢 10万人に対する比で見ると、それぞれ 0.33、

0.52、0.39、0.09 であった。この比率を過去 14 年間のものと比較すると 1-4 歳での死亡

率の低下は従来観察したとおりであった。一方他の年齢階級では前年度と殆ど変りなかっ

た。1-4 歳児に見られる死亡率の低下がマス・スクリーニングの効果による年長児の罹患

率低下のためか否かの結論は更に検討を要する。


